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電子情報処理組織を使用して行う特定手続等の電子申請に使用する 

「委任用パスワード」の発行依頼の手続について（お知らせ） 

 

令和２年６月１９日 

貿易経済協力局 貿易管理部貿易管理課電子化・効率化推進室 

最終改正：令和５年７月３日付け 

 

 

電子情報処理組織を使用して行う特定手続等の運用について（平成１２年３月３１日付け輸出注意

事項１２第１５号、輸入注意事項１２第８号、平成12･03･17貿局第４号。以下「特定手続通達」とい

う。）３に規定する代理者による電子申請の手続を行うために使用する委任用パスワード（代理者に

よる電子申請を行うために必要なパスワード）の発行依頼等については、次のとおり取り扱いますの

でお知らせします。 

 

１．代理者による電子申請を行うことができる申請の種類 

特定手続通達３の規定により代理者による電子申請を行うことのできる申請は次に掲げる６種類

です。 

（１）輸出許可（外国為替及び外国貿易法第４８条第１項） 
（２）役務取引許可（外国為替及び外国貿易法第２５条第１項及び外国為替令第１７条第２項） 
（３）輸出承認（輸出貿易管理令第２条第１項） 
（４）輸入割当・輸入承認（輸入割当てと輸入承認を同時に申請するもの）（輸入貿易管理令第９条

第１項及び第４条第１項第１号） 
（５）輸入承認（２号承認・２の２号承認）（輸入貿易管理令第４条第１項第２号） 
（６）事前確認（輸入貿易管理令第４条第１項第３号） 

 

２．発行依頼者となることができる者等 

（１）発行依頼者となることができる者 

  特定手続等に係る申請者の届出について（平成１２年３月２３日付け輸出注意事項１２第１

２号、輸入注意事項１２第７号、平成12･03･15 貿局第２号。以下「申請者届出通達」とい

う。）に規定する手続に従い経済産業大臣に申請者届出を行っている者であれば、申請者届出

を行った際に被委任者として届出された者であっても発行依頼者となることができます。 

  なお、（２）の代理者に申請の委任をした本人が発行依頼者となって発行依頼を行わなけれ

ばなりません。 

（２）代理者となることができる者 

  申請者届出通達に規定する手続に従い経済産業大臣に申請者届出を行った者（申請者届出を

行った際、被委任者として届出された者も含まれます。）であって、３．（３）に掲げる書類等

により委任関係を有している者であることが必要です。 

 

３．依頼に必要な書類等 

委任用パスワードの発行依頼を行うために必要な書類等は（１）及び（２）に掲げるものです。 

（１）委任用パスワード発行依頼書 １通 

  別紙様式①に発行依頼者本人の記名を行ったもの 

（２）委任情報の内容が事実であることを証する委任状（発行依頼者本人の記名を行ったもの） 

１通 

 

４．提出先 

提出は、電子メールにより経済産業省貿易経済協力局貿易管理部貿易管理課電子化・効率化推進

室に送付してください。 

電子メールアドレス ： bzl-qqfcbj@meti.go.jp xxxxxxxxxx@meti.go.jp 



2 

 

 

５．パスワードの通知と有効期限 

委任用パスワードは発行依頼者に書面で通知します。 

また、委任用パスワードの有効期限は、発行依頼日を起算日として１年以内で設定し、委任状に

記載した委任期限と同一とします。 

 

６．有効期限を過ぎても継続して、なお委任用パスワードを必要とする場合は、有効期限の切れる２

週間前までに３の必要書類等を提出して下さい。 

 なお、継続して使用する場合の有効期限は、発行依頼日を起算日として１年以内で設定し、委任

状に記載した委任期限と同一とします。 

 

７．有効期限内に発行依頼者又は代理者、委任内容が変更になった場合 

 有効期限内に発行依頼者又は代理者の社名若しくは代表権者、委任内容が変更になった場合は、

次の（１）及び（２）に掲げる書類を４．の提出先に再提出して下さい。 

 なお、代理者を変更する場合は、３．の書類による新たな発行依頼手続が必要です。 

（１）委任用パスワード発行に関する変更依頼書 

   別紙様式②に発行依頼者本人の記名を行ったもの。 

（２）変更後の委任関係が事実であることを証する書類 

３．（２）に掲げる書類 
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別紙様式① 

 

委任用パスワード発行依頼書 

 

 

 電子情報処理組織を使用して行う特定手続等の運用について（平成１２年３月３１日付け輸出注意

事項１２第１５号・輸入注意事項第１２第８号）の「３ 代理者による電子申請の手続」の規定により、

別紙の委任情報のとおり委任用パスワードの発行を依頼します。 

 

 

                                      年  月  日 

 

                       

依 頼 者 

氏 名 又 は 名 称 

及び代表者の氏名 

住      所 

 

 

 

 

（担当者の連絡先） 

部 署 名  

担 当 者 氏 名  

電 話 番 号  

E - M a i l  

F A X 番 号  

住 所 〒 
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（別 紙） 

                                                                        

委任用パスワード発行依頼の委任情報 

 

 

委 任 者 

会 社 名  

代 表 権 者  

申請者コード  

代 理 者 

会 社 名  

代 表 権 者  

申請者コード  

委 任 期 限  

委任する申請手続・ 

貨 物 の 範 囲 

 

委任する申請手続 貨物の範囲 

☐ 輸出許可  

☐ 役務取引許可  

☐ 輸出承認  

☐ 輸入割当・輸入承認 ☐ オゾン    ☐ 水産物 

☐ 輸入承認（2号承認）  

☐ 輸入承認（2の2号承認）  

☐ 事前確認 
☐ めろ       ☐ かに     ☐ まぐろ 

☐ ワシントン   ☐ オゾン 
 

所 要 事 由 
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（記入要領） 

 １：「申請者コード」は経済産業大臣に申請者届出が済んでいるNACCS利用者IDを半角英数字８桁で

記入すること。 

 ２：「委任期限」は、発行依頼日より１年以内に設定し、委任状に記載した委任期限を半角英数字1

0桁でyyyy/mm/ddで記入すること。 

３：「委任する申請手続・貨物の範囲」は、代理者に委任する申請手続を選択（チェック）し、 

「貨物の範囲」欄は、次のとおり該当する品目をすべて記入（品目が掲げられているものは品目

を選択（チェック））する。すべての品目の場合は、申請手続の区分ごとに「全貨物」（役務

取引許可は「全取引」）と記入する。 

①輸出手続：貨物名（政令表番号－貨物番号） 

②輸入手続：品目名又は品目コード等（注） 

（注）「電子情報処理組織を使用して行う特定手続等に係る申請項目について（平成２２年２月

１６日付け輸出注意事項２２第４号・輸入注意事項２２第５号）」の別表第７に掲げる品目又

は品目コード欄を参照のこと。 

 ４：「所要事由」は全角漢字かな200文字以内で簡潔に記入すること。 
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別紙様式② 

 

委任用パスワード発行に関する変更依頼書 

 

 

 代理申請で使用する委任用パスワードの発行依頼書の内容が変更になったため、別紙のとおり届出

します。 

                                     

                                                                    年  月  日 

 

依 頼 者 

氏 名 又 は 名 称 

                              及び代表者の氏名 

                               住       所 

 

 

（担当者の連絡先） 

部 署 名  

担 当 者 氏 名  

電 話 番 号  

E - M a i l  

F A X 番 号  

住 所 〒 

 

 

 

変 更 内 容  

変 更 の 理 由  
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（別 紙） 

委任用パスワード発行依頼の委任情報（変更） 

 

※変更する事項は下線の内容です。 

委 任 者 

会 社 名  

代 表 権 者  

申請者コード  

代 理 者 

会 社 名  

代 表 権 者  

申請者コード  

委 任 期 限  

委任する申請手続・ 

貨 物 の 範 囲 

 

委任する申請手続 貨物の範囲 

☐ 輸出許可  

☐ 役務取引許可  

☐ 輸出承認  

☐ 輸入割当・輸入承認 ☐ オゾン    ☐ 水産物 

☐ 輸入承認（2号承認）  

☐ 輸入承認（2の2号承認）  

☐ 事前確認 
☐ めろ       ☐ かに     ☐ まぐろ 

☐ ワシントン   ☐ オゾン 
 

所 要 事 由 
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（記入要領） 

１：委任情報は、すべての項目を記入し、変更になる項目に下線を引くこと。 

２：「申請者コード」は経済産業大臣に申請者届出をしたNACCS利用者IDを半角英数字８桁で記入す

ること。 

３：「委任期限」は、発行依頼日より１年以内に設定し、委任状に記載した委任期限を半角英数字１

０桁でyyyy/mm/ddで記入すること。 

４：「委任する申請手続・貨物の範囲」は、代理者に委任する申請手続を選択（チェック）し、 

「貨物の範囲」欄は、次のとおり該当する品目をすべて記入（品目が掲げられているものは品目

を選択（チェック））する。すべての品目の場合は、申請手続の区分ごとに「全貨物」（役務

取引許可は「全取引」）と記入する。 

①輸出手続：貨物名（政令表番号－貨物番号） 

②輸入手続：品目名又は品目コード等（注） 

（注）「電子情報処理組織を使用して行う特定手続等に係る申請項目について（平成２２年２月

１６日付け輸出注意事項２２第４号・輸入注意事項２２第５号）」の別表第７に掲げる品目又

は品目コード欄を参照のこと。 

５：「所要事由」は全角漢字かな200文字以内で簡潔に記入すること。 


